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以下のとおり、標記について報告します。オンライン実施のため jpg ファイルの写真はない

ため（スクリーンショットや PPT、PDF 形式はあり）以下に貼り付けます。 

分量などを含めて、修正すべき点などあればお知らせいただくよう、よろしくお願い申し上

げます。 

 

「アーバンデジタルトランスフォーメーションと複合的都市開発の体験」 

 

東京都市大学都市生活学部では、わが国の都市開発の経験が発展著しいベトナムにとり参

考になる点が多いこと、ベトナム側の取り組みより日本側も学ぶことが多いことから、ベト

ナムのホーチミン市工科大学及びホーチミン市建築大学と、「アーバンデジタルトランスフ

ォーメーションと複合的都市開発の体験」をテーマとした交流プログラムを実施しました。

使用言語は英語、参加学生数はベトナム側 25 名、日本側 31 名です。 

対象が「都市・地域開発」であり、実際に現場を訪問することが極めて重要であることは当

然であるものの、今年度はコロナ禍のためにオンラインでの実施となったものです。しかし

実施した結果、オンラインにはその特性に応じた良さがあることも確認できました。 

そのことも含めて、プログラム実施結果を報告します。 

 

１）日程 

2020 年 11 月 12 日（木）より 12 月 20 日（土）までの間に原則として毎週木曜日午後に３

～４時間程度、講義、学生グループによるワーク報告とその講評を、最終報告会を 2021 年

２月 4 日（木）に実施。成果発表をおこないました。オンラインであることから双方の都合

を勘案して、無理のない日程で、かつ十分時間もとることが出来たと考えます。 

 

２）内容 

日本側及びベトナム側の教員や外部講師より、本ワークショップのテーマに即した講義を

オンラインで実施し、それを受けて、日本側とベトナム側の学生が、自国及び相手国の都市

開発のこれからのあり方を提案するというグループワークを実施しました。 

（講義） 

日本側より： 

 “History and Background of the Development of the Tokyo Metropolitan Area”  
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 “SHIBUYA -Integrated Urban Development & TOD-” 

 “TOD at Suburb in Tokyo case : TAMA-PLAZA” 

ベトナム側より： 

 “Place Based TOD from Saigon to Ho Chi Minh City” 

 “HCMC Central Park: Case study for environment-orientation in urban development 

project” 

 “Smart/Innovative city in Vietnam (including “Thu Thiem”） 

BECAMEX 東急 呉社長（ベトナム・ホーチミン市近郊にて新都市開発を推進中） 

 Binh Duong New City Development in Vietnam by BECAMEX TOKYU 

 

（学生ワーク） 

日本側：「日本の経験からのホーチミン市の都市開発への示唆」「たまプラーザの将来構想」

「Ben Thanh 地区（ホーチミン市中心部）の開発構想」 

ベトナム側：「Ben Thanh 地区（ホーチミン市中心部）の開発構想」「Thu Thiem（ホーチミ

ン市における新都市開発）の将来構想」 

 

３）オンラインの利点 

オンラインでの実施では、上述のとおり日程調整が柔軟にできる他、要する費用が実招へい

よりも大幅に安価であり、参加者数を多く確保できること、などのメリットを確認しました。

今後はリアルとオンライン、それぞれの特性を踏まえた柔軟な実施形態を取ることが望ま

しいと考えます。 

 

４）成果品 

本オンラインプログラムの内容は次の YouTube 限定公開リンクよりご覧いただけます。 

https://youtu.be/5qwxcxH4f5I 

 

５）謝辞 

コロナ禍で交流が困難な中、「さくらサイエンスプラン」のご支援を受けて、知識や経験の

交換、交流を実施することが出来ました。関係各位のご支援に感謝申し上げます。 
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https://youtu.be/5qwxcxH4f5I


 

（オンラインでの参加風景） 

 

（ベトナム側からの講義資料例） 
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（日本側からの講義資料例） 
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